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１．従来型地熱と超臨界地熱

3

➢超臨界地熱は、従来型よりも深部に存在するエネルギーの大きい（より高温・高圧の）地熱流
体（超臨界状態またはそれに準ずる状態）を利用することで、発電容量の増大が可能。

➢従来型と比べてｋＷあたりの敷地改変面積を縮小可能なため、環境負荷の低減も可能。

開発規模(1基)地熱流体温度深さ

～3万kW程度主に天水起源200-300℃1～3ｋｍ程度従来型地熱

10万kW程度海水起源400-500℃4～5km程度超臨界地熱



２．これまでの取り組み
（１）超臨界地熱関連の技術開発
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FY2011FY2012FY2013FY2014FY2015FY2016FY2017FY2018FY2019FY2020FY2021FY2022FY2023FY2024FY2025

日本学術振興会 学術
の大型施設計画・大規
模研究計画マスタープラ
ン2011「広領域地熱シ
ス テ ム の 理 解 と エ ネ ル
ギー・資源の抽出」

国際陸上科学掘削計画
(ICDP)国際WS
「Japan Beyond-
Brittle Project 
(JBBP)」

経産省革新的エネルギー技術国際共同研究開発事業
「超臨界地熱資源による革新的発電のための坑内機器基
礎技術・素材の開発」

JSPS科研費特別推進研究「地殻エネルギー・フロンティアの
科学と技術」

グリーン成長戦略

FY2010

エネルギー・環境
イノベーション戦略

革新的環境
イノベーション戦略

地熱開発加速化
パッケージ

エネ環先導
PG

超臨界地熱発電
の概念設計、課
題の検討、研究
計画の検討を実
施

超臨界地熱発
電技術研究開
発
北海道、東北、九州に
おける有望域の調査と
抽熱可能量の推定

地熱発電導入拡大研究
開発

４地域（八幡平、葛根田、湯沢南部、
九重）においてより詳細な調査を実施、
構造調査試錐、調査井の仕様の検討
さらなる追加地点の検討を実施

地熱
発電
技術
研究
開発

深部調
査井Ｗ
Ｄー１a
掘削
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1995年

従来型地熱の
魅力ある開発
地点が減少
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世代型地
熱発電技
術」に関す
る実現可
能性調査
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の機運上昇

～2000年

学術的な
知見の蓄積

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
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政
府
・他
機
関
等
の
動
き



２．これまでの取り組み
（２）資源量評価

5

地表調査と概念モデル構築、生産予測シミュレーションを実施。
調査した４地域において、特定の条件下で発電出力10万kW で30 
年間発電が可能と試算。

地熱発電導入拡大研究開発（2021～2023Fy）
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２．これまでの取り組み
（３）経済性の評価

九重八幡平
湯沢南部
地域

葛根田比較項目
※条件の違いもあるため、参考

熱交換方式直接利用直接利用直接利用熱交換方式直接利用

深部構造調査試錐

5,0772,1303,4504,433概算費用（百万円）

超臨界地熱調査井

9,828
（3,800以
上）

6,5066,518概算費用（百万円）

経済性評価

225433初期生産井本数（本）

712274初期還元井本数（本）

127,97372,89487,03288,84296,02384,516総建設費（百万円）

０２０12230年間の補充生産井本数（本）

１２２０012630年間の補充還元井本数（本）

91.4091.4058.8９１.８91.890.6設備利用率（30年間）（％）

18.99.314.４9.７13.210.9発電コスト（30年間）（円/kWh）

0.121４．０9.912.26.810.8IRR（15年）（％）

○深部構造調査試錐・調査井の検討、経済性評価 結果抜粋



３．超臨界地熱発電実現の課題
（１）超臨界地熱資源の性状
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・超臨界地熱流体資源量の確認
・経済性を持った地熱発電への使用可否の確認

バソリス
結晶片岩

花崗岩質
基盤

中部地殻

深部マグマ溜り

既存浅部
地熱系

山脈

海

海洋プレート

約 3 ～5 km約 3 ～5 km

数 km ～ 20 km数 km ～ 20 km

活動的マグマ

低透水ゾーン

透水ゾーン
（超臨界貯留層）

超臨界地熱
システム
超臨界地熱
システム

超臨界地熱
システム



３．超臨界地熱発電実現の課題
（２）技術開発
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想定される技術開発課題
○掘削における技術開発課題

・暴噴防止装置（BOP）を始めとした安全装置の開発
・安全に試験を実施するための坑井仕上げ技術等の開発

○発電するための技術開発課題
・耐腐食性材料の開発
・酸性を考慮し、発電設備の手前で薬液を注入し、中和させる等の対応策の検討

○実用化し、普及していくための技術開発課題
・掘削コスト、耐腐食材料コストの低減するための技術・対策の検討
・付加価値向上（熱水利用、流体からの金属回収等）の検討

など




